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特
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旧
共
立
病
院
に
つ
い
て

旧
共
立
病
院
の
企
業

債
繰
上
償
還
や
補
助
金
返
還
等

に
つ
い
て
は
、
平
成
十
四
年
七

月
の
病
院
新
築
移
転
の
時
点
で
、

関
係
機
関
と
一
定
の
協
議
・
事

務
手
続
等
を
行
っ
て
い
る
。
そ

の
時
は
取
り
壊
し
と
い
う
前
提

で
協
議
し
て
い
た
と
聞
い
て
い

る
。

過
去
の
経
緯
を
見
て

い
る
と
、
取
り
壊
し
は
か
な
り

の
経
費
が
か
か
る
の
で
先
延
ば

し
を
し
た
よ
う
に
思
え
る
が
。

建
物
改
修
と
い
う
選

択
肢
も
あ
る
中
で
、
よ
り
よ
い

医
療
環
境
を
築
き
た
い
と
い
う

こ
と
か
ら
、
新
築
移
転
に
な
っ

た
。
そ
の
中
で
建
物
取
り
壊
し

の
話
も
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
当

時
の
病
院
及
び
旧
富
士
町
、
旧

大
和
町
の
財
政
状
況
が
悪
く
、

ま
ず
は
建
設
を
優
先
さ
せ
る
と

い
う
こ
と
に
な
っ
た
と
聞
い
て

い
る
。

旧
共
立
病
院
の
維
持

経
費
は
、
企
業
債
の
返
還
が
終

了
す
る
予
定
の
平
成
二
十
二
年

ま
で
の
四
年
間
で
ど
れ
く
ら
い

か
か
る
の
か
。

巡
回
警
備
の
委
託
料

と
借
地
料
等
で
、
年
間
約
二
百

二
十
万
円
か
か
っ
て
い
る
の
で
、

四
年
で
約
一
千
万
円
に
な
る
。

借
地
の
契
約
は
、
旧

共
立
病
院
を
解
体
し
た
場
合
に

は
契
約
の
解
除
を
す
る
こ
と
が

可
能
な
内
容
か
。

契
約
の
解
除
は
可
能

だ
が
、
元
の
農
地
に
復
旧
す
る

と
い
う
条
件
な
の
で
、
地
権
者

と
の
協
議
が
必
要
に
な
る
。

旧
共
立
病
院
の
敷
地

及
び
建
物
等
に
つ
い
て
、
庁
内

で
利
活
用
策
を
募
っ
た
と
の
こ

と
だ
が
、
民
間
と
の
協
議
は

ま
っ
た
く
さ
れ
て
い
な
い
の
か
。

民
間
か
ら
い
く
つ
か

問
い
合
わ
せ
は
あ
っ
て
い
る
が
、

公
の
財
産
な
の
で
公
募
が
一
番

望
ま
し
い
と
思
っ
て
い
る
。

庁
内
で
の
利
活
用
策

検
討
は
あ
る
程
度
で
期
限
を

切
っ
て
、
民
間
公
募
、
建
物
解

体
と
い
う
段
階
を
検

討
す
べ
き
で
あ
る
。

厳
し
い
財
政
状
況
の

中
、
こ
の
問
題
に
つ

い
て
は
早
い
時
期
に

解
決
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
特
別
委

員
会
で
の
議
論
に
よ

り
、
問
題
点
は
明
確

に
な
っ
て
い
る
の
で
、

予
算
措
置
等
を
検
討

し
た
上
で
、
執
行
部

と
し
て
具
体
的
な
方

向
性
を
示
し
て
ほ
し

い
。

エ
ス
プ
ラ
ッ
ツ
に
つ
い
て

一
階
は
ス
ー
パ
ー
、

カ
フ
ェ
、
旅
行
業
者
の
入
店
が

固
ま
り
、
レ
ス
ト
ラ
ン
と
詰
め

の
交
渉
を
行
っ
て
い
る
。
二
階

は
子
育
て
支
援
関
係
施
設
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
、
パ
ス

ポ
ー
ト
の
申
請
受
付
・
交
付
な

ど
を
行
う
市
民
生
活
課
窓
口
、

観
光
交
流
プ
ラ
ザ
を
計
画
し
て

い
る
。
あ
と
は
医
療
施
設
な
ど

と
交
渉
中
で
あ
る
。
ま
た
核
テ

ナ
ン
ト
の
ス
ー
パ
ー
は
賃
料
を

当
初
二
年
間
は
暫
定
措
置
で
坪

当
た
り
月
四
千
円
を
二
千
五
百

円
に
減
額
す
る
。

取
得
や
改
修
で
多
大

な
経
費
が
か
か
っ
て
い
る
が
、

賃
料
を
減
額
す
る
こ
と
で
今
後

の
市
の
負
担
は
ど
う
な
る
の
か
。

賃
料
は
占
用
部
分
の

維
持
管
理
費
を
回
収
す
る
設
定

で
、
減
額
し
て
も
管
理
運
営
費

は
賄
え
る
が
、
取
得
費
な
ど
の

経
費
は
回
収
で
き
な
い
。

エ
ス
プ
ラ
ッ
ツ
全
体

の
一
日
の
来
館
想
定
人
数
は
四

千
人
だ
が
各
施
設
の
内
訳
は
。

一
階
の
ス
ー
パ
ー
は

他
の
場
所
で
展
開
さ
れ
て
い
る

店
舗
の
実
績
と
今
回
の
面
積
な

ど
を
も
と
に
専
門
家
等
と
検
討

を
行
っ
た
結
果
二
千
五
百
人
、

飲
食
エ
リ
ア
は
三
百
六
十
人
で

一
階
に
つ
い
て
は
そ
の
他
も
あ

わ
せ
て
合
計
で
三
千
人
。
二
階

は
現
在
の
実
績
で
四
百
五
十
人
。

三
階
は
交
流
セ
ン
タ
ー
の
実
績

と
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
の
計

画
人
数
の
計
で
五
百
五
十
人
。

合
計
四
千
人
と
考
え
て
い
る
。

契
約
期
間
を
五
年
と

想
定
さ
れ
て
い
る
が
、
今
ま
で

の
ス
ー
パ
ー
は
短
期
間
で
撤
退

し
て
い
る
た
め
、
契
約
書
に
早

期
撤
退
を
行
っ
た
場
合
の
ペ
ナ

ル
テ
ィ
の
条
項
を
入
れ
る
べ
き

と
思
う
が
ど
う
か
。

先
方
か
ら
も
五
年
以

上
の
使
用
期
間
を
と
い
う
希
望

が
強
い
の
で
現
在
は
考
え
て
い

な
い
が
、
今
後
ど
う
い
う
形
で

文
書
を
取
り
交
わ
せ
る
か
な
ど

出
店
者
側
と
協
議
を
行
い
た
い
。

ま
ち
づ
く
り
の
観
点

で
は
地
元
自
治
会
や
商
店
街
と

の
協
力
が
不
可
欠
だ
と
思
う
。

テ
ナ
ン
ト
は
県
外
業
者
が
多
い

が
協
力
は
得
ら
れ
る
の
か
。

商
工
会
議
所
と
二
年

間
Ｔ
Ｍ
Ｏ
事
業
を
集
中
的
に

行
っ
て
い
る
こ
と
や
、
ひ
な
ま

つ
り
を
初
め
と
し
た
事
業
に
商

店
街
や
住
民
か
ら
協
力
を
い
た

だ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

エ
ス
プ
ラ
ッ
ツ
を
開
店
さ
せ
成

果
を
あ
げ
て
い
く
た
め
、
地
元

の
協
力
を
さ
ら
に
お
願
い
し
た

い
。
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｜
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成
19
年
４
月
20
日

編
集

会

派

・

控

室

別

議

員

氏

名

表

◎
代
表
者

○
副
代
表
者
（
平
成
十
九
年
三
月
五
日
現
在
）

委
員
会
委
員
の
選
任

○
建
設
環
境
委
員
会
委
員

▽
永
渕
利
己

○
市
立
病
院
等
調
査
特
別
委
員

会
委
員

▽
永
渕
利
己

○
議
会
運
営
委
員
会
委
員

▽
福
島
龍
一

川
原
田
裕
明
委
員
の
辞
任

に
よ
る
選
任
）

委
員
会
の
委
員
定
数

変
更

○
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

八
名
を
七
名
に
変
更

議
員
選
挙
の
結
果

○
佐
賀
地
区
衛
生
処
理
組
合
議

会
議
員
選
挙
の
当
選
人

▽
永
渕
利
己

永
なが
渕
ふち

利
とし
己
み

二
月
二
十
七
日
の
最
高
裁
判
所
判
決
を
受
け
、
永
渕
利
己
氏
が
佐
賀
市

議
会
議
員
に
当
選
し
、
会
派
、
委
員
会
等
の
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

今
年
の
桜
は
お
か
し
い
、
こ
の
よ

う
な
声
を
聞
い
た
。
い
つ
も
の
華
や

か
さ
が
な
く
、
ひ
っ
そ
り
咲
い
て
い

る
感
じ
が
す
る
と
い
う
の
だ
。
異
常

気
象
と
い
わ
れ
始
め
て
か
ら
久
し
い

が
、
特
に
こ
こ
数
年
、
そ
の
気
象
の

変
化
が
顕
著
な
感
じ
が
す
る
。
今
年

の
夏
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
か
、
そ

れ
さ
え
も
予
測
が
難
し
い
。
最
近
思

い
も
よ
ら
ぬ
災
害
が
起
き
る
。
能
登

半
島
地
震
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
沖
地
震

と
、
立
て
続
け
に
起
き
た
。「
天
災
は

忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
」
と
は
寺

田
寅
彦
の
言
葉
で
あ
る
。
一
昨
年
、

福
岡
西
方
沖
地
震
が
発
生
し
、
有
史

以
来
の
大
地
震
と
な
っ

た
。
佐
賀
市
に
お
い
て

も
震
度
四
を
観
測
し
た
。

そ
の
時
の
記
憶
は
ま
だ

鮮
明
で
あ
る
。
自
宅
に

い
た
私
は
、
日
ご
ろ
強

そ
う
な
こ
と
を
言
っ
て

い
て
も
、
い
ざ
そ
の
場

に
い
る
と
、
何
も
出
来

な
い
事
が
わ
か
っ
た
。

反
省
し
き
り
で
あ
る
。

昨
年
は
台
風
、
集
中
豪

雨
と
、
今
ま
で
に
な
い

災
害
が
発
生
し
た
。
我
が
家
で
は
、

西
方
沖
地
震
の
後
、
大
き
い
家
具
に

は
Ｌ
字
金
具
、
冷
蔵
庫
に
は
突
っ
張

り
ポ
ー
ル
で
固
定
し
た
。
そ
れ
で
も

ま
だ
不
十
分
で
あ
る
。
佐
賀
市
も
例

外
で
は
な
い
。
常
日
頃
の
備
え
を
怠

り
な
く
し
て
お
き
た
い
。
ま
た
、
周

り
に
ど
の
よ
う
な
人
が
住
ん
で
い
る

の
か
、
心
に
留
め
て
お
く
こ
と
も
大

事
で
あ
る
。
能
登
半
島
地
震
で
は
、

日
ご
ろ
の
つ
な
が
り
が
、
被
害
を
最

小
限
に
食
い
止
め
た
。
災
害
時
に
お

い
て
、
お
互
い
に
支
え
合
う
協
働
の

精
神
が
、
威
力
を
発
揮
す
る
。野

口
）佐賀城本丸歴史館の桜




